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先週のマーケット動向（11月 27日～12月 1日） 

為替、株式           

  Open High Low Close Chg 

USD/KRW 1,303.9  1,308.4  1,286.1  1,305.8  ▲0.6 

JPY/KRW 8.7147  8.8303  8.7105  8.8087  +0.058 

KOSPI 2,501.83  2,535.29  2,489.18  2,505.01  +8.38 

(Source: SMBS, Bloomberg)       

先週のドル/ウォン相場は往ってこい。週初のドル/ウォ

ンは 1,303.9 ウォンでオープン。BOK 会合や米 PCE デフレ

ータなどの経済指標の発表を週後半に控え警戒ムードから

一時週高値の 1,308.4 ウォンまで上昇した。28日は前日海

外時間に米金利が低下したことを受けドル売りが進み、

1,300 ウォンを割れて推移。29 日も FRB による政策転換期

待が重しとなり、週安値の 1,286.1 ウォンまで下落した。

30 日は月末の決済需要による買いに支えられ底堅く推移。

月が替わり 1 日は前日に米金利が上昇したことを受けて

1,300 ウォン台を回復する動きに。結局ドル/ウォンは前週

末比▲0.6ウォンの 1,305.8 ウォンでクローズした。 

今週の見通し 

今週のドル/ウォンは軟調推移を予想。先週末パウエル

FRB議長発言を 市場はハト派と解釈し、米金利は一段と低

下、ドル売り圧力が強まった。今週の相場動向は引き続き

米政策転換期待と米金利動向が主導すると見られるが、重

要指標の発表を複数控えており、指標内容を確認しながら

上下動する展開も基調としてはドル売り継続か。ドル/ウ

ォンは先月安値の1,285ウォン付近をターゲットに軟調推

移を予想する。 

 

予想レンジ 

USD/KRW JPY/KRW USD/JPY 
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* USD/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

* JPY/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

今後の予定 

4日(月) 米 10月 耐久財受注 確報値
米 10月 製造業受注 確定値

5日(火) 米 11月 サービス業PMI 確報値
欧 11月 サービス業PMI 確報値
中 11月 総合PMI 
中 11月 サービス業PMI 
米 11月 ISM非製造業景況指数 
日 11月 東京都区内CPI 
韓 11月 CPI 
韓 3Q GDP 速報値

6日(水) 米 11月 ADP雇用統計 
7日(木) 欧 3Q GDP 確報値

中 11月 貿易収支 
8日(金) 米 12月 ミシガン大消費者マインド指数 速報値

日 3Q GDP 確報値
米 11月 非農業部門雇用者数 
米 11月 失業率 
韓 10月 国際収支 確定値
日 10月 国際収支 確定値


